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双子実験によるシステムの検証
システムを検証するために、東南海地震が発生した際に予想される気圧変動を仮想観測
データとする「双子実験」を実施したところ、始めに仮定した断層に関する真のパラメータを再
現できることを確認しました（図4）。南海トラフ地震の発生から津波到来までは、早いところで
わずか数分という予測もなされており、より実用的なシステムへと発展させるために、今後は
データ同化計算および観測データ処理の高速化に取り組んでいきます。
